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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に面材が配置される枠体に取り付けられるスクリーン装置であって、
　巻き取り軸と、
　前記巻き取り軸に横方向に引き出し可能に巻き取られるスクリーンと、
　前記巻き取り軸を収容する略筒状の収容ケース、前記収容ケースの両端から前記巻き取
り軸と略直交する方向に延びるように設けられる上レール枠および下レール枠、並びに、
前記上レール枠および前記下レール枠の内部にそれぞれ設けられ、前記スクリーンの両端
縁をそれぞれスライド自在にガイドする上ガイドレールおよび下ガイドレールを有するス
クリーン枠と、
　前記枠体の上枠に取り付け可能に構成され、前記スクリーン枠の前記収容ケースおよび
前記上レール枠を前記上枠の見付け面に固定する上枠アタッチメントと、
　前記枠体の下枠に取り付け可能に構成され、前記スクリーン枠の前記収容ケースおよび
前記下レール枠を前記下枠の見付け面に固定する下枠アタッチメントとを備え、
　前記収容ケースの上端側には、前記上枠アタッチメントに取り付けられる上部固定金具
が設けられ、
　前記収容ケースの下端側には、前記下枠アタッチメントに取り付けられる下部固定金具
が設けられ、
　前記下部固定金具は、室外面部と、前記室外面部に連続する上面部とを有し、
　前記下レール枠は、当該下レール枠の見込み方向に延びる下レール取付部を備え、
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　前記下枠アタッチメントは、取付見込み面部と、前記取付見込み面部から下方に延びる
下枠取付面部とを有し、
　前記下枠取付面部は、前記下枠の見付け面に取り付けられ、
　前記取付見込み面部には、当該取付見込み面部にそれぞれ載置される前記下部固定金具
の上面部および前記下レール取付部がスクリーン装置固定用ビスによって取り付けられる
スクリーン装置。
【請求項２】
　前記下枠アタッチメントは、前記下枠取付面部に形成された上下に延びる長孔を有し、
前記長孔に挿通される下枠アタッチメント固定用ビスによって前記下枠に固定可能に構成
されている請求項１に記載のスクリーン装置。
【請求項３】
　前記上枠アタッチメントおよび前記下枠アタッチメントは、スクリーン装置固定用ビス
を介して前記スクリーン枠を屋外側の前記見付け面に固定することが可能に構成され、
　前記上部固定金具、前記下部固定金具、前記上レール枠、前記下レール枠、前記上枠ア
タッチメントおよび前記下枠アタッチメントには、屋内から屋外に向けて前記スクリーン
装置固定用ビスを取り付け可能な第１ビス取付部と、前記枠体の内側から外側に向けて前
記スクリーン装置固定用ビスを取り付け可能な第２ビス取付部とのうち少なくとも一方が
設けられている請求項１または請求項２に記載のスクリーン装置。
【請求項４】
　枠体と、
　この枠体内に配置される面材と、
　前記枠体に取り付けられる請求項１から請求項３のいずれかに記載のスクリーン装置と
を備える建具。
【請求項５】
　前記枠体は、前記面材の上端縁をスライド自在にガイドする面材上ガイド部と、前記面
材の下端縁をスライド自在にガイドする面材レールとを有し、前記面材を上下けんどん式
に建て込み可能に構成され、
　前記下枠アタッチメントおよび前記下ガイドレールは、当該下枠アタッチメントおよび
下ガイドレールの上端が前記面材レールの上端よりも低くなるように前記下枠に取り付け
られている請求項４に記載の建具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スクリーン装置、および、建具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、各種窓などの建具において、左右または上下に開閉自在でかつ防虫ネットなどの
スクリーンが巻き取り可能なスクリーン装置が知られている（例えば、特許文献１参照）
。
　この特許文献１に記載のスクリーン装置としての横引き網戸は、サッシの側枠に取り付
けられる巻き取りボックスと、この巻き取りボックス内の巻き取り軸で巻き取られる防虫
ネットと、防虫ネットの先端に設けられた可動桟と、防虫ネットおよび可動桟の上下両端
を摺動自在に案内する上下一対のガイドレールとを備えている。
　この横引き網戸は、サッシの上枠と下枠とに挟まれるように設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－２０６３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載のような構成では、横引き網戸がサッシの上枠と下枠
とに挟まれて設置される構成のため、横引き網戸を例えばけんどん式で設置する場合には
、けんどん式で取り付けるための施工スペースを確保する必要がある。また、サッシの開
口よりも内側に巻き取りボックスが設置されるため、サッシの有効開口面積が小さくなっ
てしまう。
【０００５】
　本発明の目的は、施工スペースの増加を抑制し、かつ、内部に面材が配置される枠体の
有効開口面積の減少を抑制可能なスクリーン装置、および、建具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のスクリーン装置は、内部に面材が配置される枠体に取り付けられるスクリーン
装置であって、巻き取り軸と、前記巻き取り軸に横方向に引き出し可能に巻き取られるス
クリーンと、前記巻き取り軸を収容する略筒状の収容ケース、前記収容ケースの両端から
前記巻き取り軸と略直交する方向に延びるように設けられる上レール枠および下レール枠
、並びに、前記上レール枠および前記下レール枠の内部にそれぞれ設けられ、前記スクリ
ーンの両端縁をそれぞれスライド自在にガイドする上ガイドレールおよび下ガイドレール
を有するスクリーン枠と、前記枠体の上枠に取り付け可能に構成され、前記スクリーン枠
の前記収容ケースおよび前記上レール枠を前記上枠の見付け面に固定する上枠アタッチメ
ントと、前記枠体の下枠に取り付け可能に構成され、前記スクリーン枠の前記収容ケース
および前記下レール枠を前記下枠の見付け面に固定する下枠アタッチメントとを備え、前
記収容ケースの上端側には、前記上枠アタッチメントに取り付けられる上部固定金具が設
けられ、前記収容ケースの下端側には、前記下枠アタッチメントに取り付けられる下部固
定金具が設けられ、前記下部固定金具は、室外面部と、前記室外面部に連続する上面部と
を有し、前記下レール枠は、当該下レール枠の見込み方向に延びる下レール取付部を備え
、前記下枠アタッチメントは、取付見込み面部と、前記取付見込み面部から下方に延びる
下枠取付面部とを有し、前記下枠取付面部は、前記下枠の見付け面に取り付けられ、前記
取付見込み面部には、当該取付見込み面部にそれぞれ載置される前記下部固定金具の上面
部および前記下レール取付部が、スクリーン装置固定用ビスによって取り付けられること
を特徴とする。
【０００７】
　ここで、スクリーンとしては、防虫、遮光、断熱、目隠しなどの機能を有する網材、布
材などが例示できる。さらに、スクリーン装置としては、窓、玄関、ショーケースの屋内
側や屋外側に配置可能なものであってもよい。また、面材としては、単層や複層のガラス
や樹脂パネル、合わせガラス、網入りガラスなどであってもよい。さらに、面材は、開閉
自在であってもよいし、嵌め殺しであってもよい。
　本発明によれば、上枠アタッチメントおよび下枠アタッチメントによって、スクリーン
装置のスクリーン枠の収容ケースおよび一対のガイドレール（上ガイドレール、下ガイド
レール）をそれぞれ個別に枠体の屋外側あるいは屋内側の見付け面に固定するため、スク
リーン枠をけんどん式で枠体に設置する必要がなく、施工スペースの増加を抑制できる。
また、枠体の開口よりも外側に収容ケースを設置することができ、枠体の有効開口面積の
減少を抑制できる。したがって、スクリーン装置を取り付けた状態において、面材を容易
にメンテナンスできる。さらに、スクリーン枠を四方枠組みした構成ではなく、一方の縦
枠を無くした三方枠組みした構成を用いているため、部品点数の減少によりコストダウン
を図れるとともに、見た目がすっきりするので意匠性を向上できる。
【０００８】
　本発明のスクリーン装置では、前記下枠アタッチメントは、前記下枠取付面部に形成さ
れた上下に延びる長孔を有し、前記長孔に挿通される下枠アタッチメント固定用ビスによ
って前記下枠に固定可能に構成されていることが好ましい。
　本発明によれば、下枠アタッチメントの長孔に下枠アタッチメント固定用ビスを挿通す
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ることで、下枠アタッチメント固定用ビスで下枠アタッチメントを支持したまま、下枠ア
タッチメントの上下方向の位置を調節することができる。したがって、例えば、建具を施
工現場に出荷するときに、下枠アタッチメントの下端が枠体の下端から突出しないように
下枠アタッチメントを取り付けることで、以下の手順で建具を施工することができる。ま
ず、枠体を躯体に固定して、枠体の下端と躯体との間にシール材を充填した後、必要に応
じて下枠アタッチメントの上下方向の位置を調節して、スクリーン枠を適切な位置に固定
することができる。よって、下枠アタッチメントの下端が枠体の下端から突出するように
、スクリーン枠を固定する必要がある場合でも、枠体の下端と躯体との間にシール材を充
填するときには、下枠アタッチメントを枠体の下端から突出させないようにすることがで
き、シール材充填時の施工性を向上できる。
【０００９】
　本発明のスクリーン装置では、前記上枠アタッチメントおよび前記下枠アタッチメント
は、スクリーン装置固定用ビスを介して前記スクリーン枠を屋外側の前記見付け面に固定
することが可能に構成され、前記上部固定金具、前記下部固定金具、前記上レール枠、前
記下レール枠、前記上枠アタッチメントおよび前記下枠アタッチメントには、屋内から屋
外に向けて前記スクリーン装置固定用ビスを取り付け可能な第１ビス取付部と、前記枠体
の内側から外側に向けて前記スクリーン装置固定用ビスを取り付け可能な第２ビス取付部
とのうち少なくとも一方が設けられていることが好ましい。
　本発明によれば、スクリーン枠を枠体の屋外側に固定するときに、第１ビス取付部およ
び第２ビス取付部のうち少なくとも一方に、屋内からスクリーン装置固定用ビスを取り付
けることができ、施工作業の安全性を向上できる。
【００１０】
　本発明の建具は、枠体と、この枠体内に配置される面材と、前記枠体に取り付けられる
上述のスクリーン装置とを備えることを特徴とする。
　本発明によれば、上述のスクリーン装置と同様の効果を奏することが可能な建具を提供
できる。
【００１１】
　本発明の建具では、前記枠体は、前記面材の上端縁をスライド自在にガイドする面材上
ガイド部と、前記面材の下端縁をスライド自在にガイドする面材レールとを有し、前記面
材を上下けんどん式に建て込み可能に構成され、前記下枠アタッチメントおよび前記下ガ
イドレールは、当該下枠アタッチメントおよび下ガイドレールの上端が前記面材レールの
上端よりも低くなるように前記下枠に取り付けられていることが好ましい。
　本発明によれば、下枠アタッチメントおよび下ガイドレールの上端が面材レールの上端
よりも低くなるように下枠アタッチメントおよび下ガイドレールを下枠に取り付けること
で、上下けんどん式で面材を枠体から外したり建て込んだりするときに、面材が下枠アタ
ッチメントや下ガイドレールに接触することを防止できる。したがって、面材を外したり
するときに下枠アタッチメントや下ガイドレールを取り外す必要がなく、面材を外すとき
の作業の効率化を図れる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態に係る建具を示す縦断面図である。
【図２】前記建具の横断面図であり、外側障子およびロール網戸が閉じた状態を示す。
【図３】前記建具の分解斜視図である。
【図４】前記建具の横断面図であり、外側障子およびロール網戸が開いた状態を示す。
【図５】前記建具の収容ケースの分解斜視図である。
【図６】前記収容ケースの斜視図である。
【図７】前記建具の上レール枠、下レール枠、および、収容ケースの分解斜視図である。
【図８】前記建具の施工方法を示す縦断面図である。
【図９】前記建具の施工方法を示す縦断面図である。
【図１０】前記建具の施工方法を示す縦断面図である。
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【図１１】前記建具の施工方法を示す縦断面図である。
【図１２】前記建具の施工方法を示す横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
　まず、建具としての引違い窓１の全体構成について説明する。なお、以下において、「
右」、「左」などといった方向や位置を示す用語は、室外から見た方向を基準とする。
【００１４】
　図１および図２に示すように、引違い窓１は、建物の外壁開口部に固定される枠体であ
る窓枠２と、この窓枠２に開閉自在に支持される内側障子３および面材としての外側障子
４と、窓枠２の屋外の見付け面に取り付けられたスクリーン装置としてのロール網戸５と
を備えて構成されている。
　窓枠２は、上枠２１、下枠２２および左右の縦枠２３、縦枠２４を備えている。
【００１５】
　上枠２１は、下方が開口した断面コ字状に形成され、内側障子３の上端をスライド自在
に保持する障子上ガイド部２５１を備えている。また、上枠２１は、障子上ガイド部２５
１の上端から室外に延びる延出部２１１と、この延出部２１１の先端から上下に延びる上
見付け面部２１２とを備えている。さらに、延出部２１１の見込み方向略中央には、下方
に延びる面材上ガイド部としての障子上レール２６１が設けられている。
【００１６】
　下枠２２は、室内から室外に向かって下方に近づくように傾斜する下枠傾斜面部２２１
と、下枠傾斜面部２２１の見込み方向略中央から上方に延びる障子下レール２５２と、障
子下レール２５２よりも室外側から上方に延びる面材レールとしての障子下レール２６２
と、下枠傾斜面部２２１の先端から下方に延びる立下部２２２と、立下部２２２の上下方
向略中央から室外に延びる室外底面部２２３と、室外底面部２２３の先端から上方に延び
る下見付け面部２２４とを備えている。
　下見付け面部２２４は、当該下見付け面部２２４の上端が障子下レール２６２の上端よ
りも下方に位置するように設けられている。
【００１７】
　そして、障子上ガイド部２５１と障子下レール２５２とは、内側障子３を開閉自在にか
つ上下けんどん式に保持する。また、障子上レール２６１と障子下レール２６２とは、内
側障子３の屋外側において外側障子４を開閉自在にかつ上下けんどん式に保持する。
　また、図１に示すように、窓枠２は、躯体カバーＧに固定されている。この躯体カバー
Ｇと窓枠２の立下部２２２と室外底面部２２３とで囲まれる領域には、シール材Ｓが充填
されている。
【００１８】
　ロール網戸５は、図１～図３に示すように、巻き取り軸５０と、この巻き取り軸５０に
引き出し可能に巻き取られるスクリーンとしてのネット５１と、外側障子４とネット５１
とを連動して開閉させるための連動機構６０と、ネット５１によって開閉されるスクリー
ン枠７０と、スクリーン枠７０を窓枠２に固定するアタッチメント９０とを備えている。
【００１９】
　ネット５１は、両面テープ５１０を介して巻き取り軸５０に固定されたネット本体５２
と、このネット本体５２における開閉方向に沿った端縁（ネット本体５２における引き出
し方向と平行な端縁）である上下端縁に設けられるファスナーテープ５３と、ネット本体
５２における閉鎖方向側の側端縁に設けられる可動桟５４とを有して構成されている。
【００２０】
　可動桟５４は、四角筒状の可動桟本体５４１を備えている。この可動桟本体５４１の右
側面には、インナーレール保持部５４２が設けられている。このインナーレール保持部５
４２は、ネット本体５２の戸先側の端縁に設けられた可動桟インナーレール５４３を保持
する。
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　さらに、可動桟本体５４１の室内側の面には、外側障子４に摺接するモヘア５４７が設
けられている。また、可動桟本体５４１の上端および下端には、それぞれ上摺動片５４８
および下摺動片５４９が設けられている。
【００２１】
　連動機構６０は、可動桟本体５４１内において昇降可能に収容される連動レール６１と
、この連動レール６１を操作するためのつまみ部６２と、連動レール６１に同期して昇降
する可動連動部材６３と、外側障子４に設けられて可動連動部材６３に係合する固定連動
部材６４と、連動レール６１の下降を規制する連動錠６５とを備えている。
　つまみ部６２は、室外側に設けられる長方形板状の室外側つまみ６２１と、室内側に設
けられて室外側つまみ６２１と同じ形状の室内側つまみ６２２とを備えている。
　そして、室外側つまみ６２１と室内側つまみ６２２とは、可動桟５４および連動レール
６１を貫通して係合することで、可動桟５４に対して摺動可能に連結される。
【００２２】
　可動連動部材６３は、樹脂や金属により略ブロック状に形成されている。この可動連動
部材６３は、可動桟５４を貫通して連動レール６１に螺合するビス６３０によって連動レ
ール６１に固定され、連動レール６１に連動して昇降する。
　固定連動部材６４は、可動連動部材６３と同様の材料により略ブロック状に形成され、
外側障子４の右側の縦框４１に螺合するビス６４０によって外側障子４に固定されている
。
【００２３】
　そして、固定連動部材６４は、つまみ部６２の操作により連動レール６１が下限位置ま
で下降したときに、可動連動部材６３と固定連動部材６４とが係合可能な状態となり、連
動レール６１が上限位置まで上昇したときに、可動連動部材６３と固定連動部材６４とが
係合不可能な状態となる位置に、固定されている。
　このような構成により、可動連動部材６３と固定連動部材６４とが対向している状態で
外側障子４が操作されて開かれると、図４に示すように、可動連動部材６３と固定連動部
材６４とが係合して外側障子４に連動してロール網戸５が開かれる。また、可動連動部材
６３と固定連動部材６４とが係合している状態でロール網戸５が操作されて閉じられると
、ロール網戸５に連動して外側障子４が閉じられる。
【００２４】
　スクリーン枠７０は、図１～図３に示すように、室外から見たときに窓枠２の右端側に
位置するように固定される収容ケース７１と、この収容ケース７１の上端から左方に延び
る上レール枠８２と、収容ケース７１の下端から左方に延びる下レール枠８４とを備え、
室外側から見たときに左方が開口する略コ字状となるように構成されている。
【００２５】
　収容ケース７１は、図５に詳細に示すように、略四角筒状の収容体７２と、この収容体
７２の上端を塞ぐケースキャップ７４と、収容体７２の下端を塞ぐラチェット７６とを備
えている。
　収容体７２は、窓枠２に対向する室内面部７２１およびこの室内面部７２１の右端から
室外側に延びる右面部７２２を有する略Ｌ字板状のケース本体７２０と、室内面部７２１
に対向する室外面部７３１およびこの室外面部７３１の左端から室内側に延びる左面部７
３２を有する略Ｌ字板状のケースカバー７３０とを備えている。
　室内面部７２１には、右端近傍から室内側に延びる延出部７２３と、延出部７２３の先
端から右方に延びる取付面部７２４とが設けられている。また、室内面部７２１の室外側
の面における左右両端には、ビスホール７２５が設けられている。さらに、右面部７２２
の室外側端部には、断面略Ｃ字状の回転軸片７２６が設けられている。そして、ケース本
体７２０は、両面テープ７２７を介して取付面部７２４が縦枠２４の見付け面２４１に固
定されている。
【００２６】
　室外面部７３１の右端には、回転軸片７２６を覆うように嵌合する断面略Ｃ字状の嵌合
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凹部７３３が設けられている。このような構成により、図４に示すように、ケースカバー
７３０をケース本体７２０に対して室外側に開閉することが可能となっている。また、左
面部７３２の見込み方向の寸法は、右面部７２２の見込み寸法よりも短くなっている。
【００２７】
　ケースキャップ７４は、図５に示すように、収容体７２の上端の開口を閉塞可能な略四
角箱状のキャップ本体７４１を備えている。このキャップ本体７４１の左側面における室
内側には、上レール枠８２に挿入される挿入片７４２が設けられている。さらに、キャッ
プ本体７４１の室内側の面における右端側には、室内側に延びる延出部７４３と、延出部
７４３の先端から右方に延びる取付面部７４４とが設けられている。また、キャップ本体
７４１の下面からは、巻き取り軸５０の上端を回転可能に支持する図示しない上軸受部が
突出している。
【００２８】
　ラチェット７６は、図５および図６に示すように、収容体７２の下端の開口を閉塞可能
な略四角箱状のラチェット本体７６１を備えている。このラチェット本体７６１は、上面
が開口された基部７６２と、この基部７６２の上面を塞ぐ蓋部７６３とを備えている。
　基部７６２内には、図２にも示すように、巻き取り軸５０の下端を回転可能に支持する
下軸受部７６４と、巻き取り軸５０の巻き取り速度を調節するための巻き取り速度調節部
７６５とが設けられている。巻き取り速度調節部７６５は、回転自在に軸支された第１ギ
ア７６６と、この第１ギア７６６の上面中央に設けられた第１調整用溝７６７と、回転自
在に軸支されて第１ギア７６６に噛み合う第２ギア７６８と、この第２ギア７６８の上面
中央に設けられた第２調整用溝７６９と、回転可能に軸支されて第２ギア７６８に噛み合
う第３ギア７７０と、第３ギア７７０を所定の回転角度で固定するための図示しないスト
ッパとを備えている。下軸受部７６４は、第３ギア７７０の上面中央に設けられている。
第１ギア７６６、第２ギア７６８、第３ギア７７０の回転軸や歯には、巻き取り軸５０の
巻き取りをスムーズに行うことができるように、グリスが塗布されている。
　また、基部７６２の左側面における室外側には、上方に延びるカバー固定片７７１が設
けられている。さらに、基部７６２の左側面における室内側には、下レール枠８４に挿入
される挿入片７７２が設けられている。
　蓋部７６３には、下軸受部７６４、第１調整用溝７６７、および、第２調整用溝７６９
を収容ケース７１内に露出させるための３個の露出孔７７３が設けられている。また、蓋
部７６３の室内側の側縁には、室内側に延びる下金具取付片７７４が設けられている。
【００２９】
　そして、ケースキャップ７４は、キャップ本体７４１を貫通するビス７４５がケース本
体７２０の上端側のビスホール７２５に螺合されることで、ケース本体７２０に固定され
る。また、ラチェット７６は、ラチェット本体７６１を貫通するビス７７５がケース本体
７２０の下端側のビスホール７２５に螺合されることで、ケース本体７２０に固定される
。さらに、ケースカバー７３０は、閉じられた状態において、当該ケースカバー７３０の
下端の挿通孔７３４に挿通したビス７３５をカバー固定片７７１の雌ねじ部７７６に螺合
することで、開くことができない状態を維持できるようになっている。
【００３０】
　また、巻き取り軸５０は、上端がケースキャップ７４の上軸受部に固定されるとともに
、下端がラチェット７６の下軸受部７６４に固定されることで、収容ケース７１に回転可
能に収容される。この巻き取り軸５０は、当該巻き取り軸５０の内部に設けられた図示し
ないばねによって、ネット５１を巻き取る巻き取り方向に付勢されている。また、巻き取
り軸５０は、巻き取り速度調節部７６５の第１ギア７６６または第２ギア７６８を図示し
ないドライバによって左右に所定角度だけ回転させて、この第３ギア７７０をストッパで
固定することで、当該巻き取り軸５０内部のばねのばね力を調節することが可能となって
いる。そして、このばね力の調節によって、巻き取り軸５０の巻き取り速度を調節できる
。
【００３１】
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　また、収容ケース７１の室内側の面における上端側には、図５に示すように、上部固定
金具７９が設けられている。この上部固定金具７９は、長方形板状の室内面部７９１と、
この室内面部７９１の上端、下端、右端からそれぞれ室外に同じ長さだけ延びる上面部７
９２、下面部７９３、右面部７９４とを備えている。
　室内面部７９１には、第１ビス取付部としての上ケース用雌ねじ部７９５が設けられて
いる。右面部７９４には、雌ねじ部７９６が設けられている。
　そして、上部固定金具７９は、右面部７９４が延出部７４３および延出部７２３の左側
に位置し、延出部７２３を貫通するビス７９７が雌ねじ部７９６に螺合することによって
収容ケース７１に固定されている。
【００３２】
　また、収容ケース７１の室内側の面における下端側には、下部固定金具８０が設けられ
ている。この下部固定金具８０は、長方形板状の室外面部８０１と、この室外面部８０１
の上端、下端からそれぞれ室内に同じ長さだけ延びる上面部８０２と、下面部８０３とを
備えている。
　上面部８０２には、第２ビス取付部としての下ケース用挿通孔８０４が設けられている
。下面部８０３には、雌ねじ部８０５（図９参照）が設けられている。
　そして、下部固定金具８０は、下面部８０３が下金具取付片７７４の上側に位置し、下
金具取付片７７４を貫通するビス８０６が雌ねじ部８０５に螺合することによって収容ケ
ース７１に固定されている。
【００３３】
　上レール枠８２は、図７に示すように、下面が開口するレール枠本体８２１と、このレ
ール枠本体８２１の室内側に設けられた上レール取付部８２２とを備えている。下レール
枠８４は、上面が開口しレール枠本体８２１と対称の形状を有するレール枠本体８４１と
、このレール枠本体８４１の上面から室内側に板状に延びる下レール取付部８４２とを備
えている。
　レール枠本体８２１およびレール枠本体８４１内には、上ガイドレール８２３および下
ガイドレール８４３がそれぞれ設けられている。この上ガイドレール８２３および下ガイ
ドレール８４３は、ネット５１の上下のファスナーテープ５３を左右にスライド案内する
摺動溝８２４および摺動溝８４４をそれぞれ備えている。
　そして、上レール枠８２は、レール枠本体８２１に設けられた挿入孔８２５に挿入片７
４２が挿入されることで、収容ケース７１に固定される。また、上レール枠８２は、両面
テープ８２９（図１０参照）を介して上レール取付部８２２が窓枠２の上見付け面部２１
２に固定されている。下レール枠８４は、レール枠本体８４１に設けられた挿入孔８４５
に挿入片７７２が挿入されることで、収容ケース７１に固定される。
　また、レール枠本体８２１およびレール枠本体８４１の左側の端部には、ファスナーテ
ープ５３がレール枠本体８２１およびレール枠本体８４１から外れることを防止するため
の端部キャップ８２６がビス８２７により固定される。
　上レール取付部８２２には、第１ビス取付部としての２個の上レール用雌ねじ部８２８
（図１０参照）が設けられている。
　下レール取付部８４２には、第２ビス取付部としての２個の下レール用挿通孔８４６が
設けられている。
【００３４】
　アタッチメント９０は、スクリーン枠７０の上端側を窓枠２の上枠２１の見付け面に固
定するための上枠アタッチメント９１と、スクリーン枠７０の下端側を窓枠２の下枠２２
の見付け面に固定するための下枠アタッチメント９３とを備えている。
　上枠アタッチメント９１は、左右方向に延びる長方形板状の上枠取付面部９１１と、こ
の上枠取付面部９１１の室外側の側縁から下方に延びる上見付け面部９１２と、この上見
付け面部９１２の下端から若干室外側に延びた後に下方に延びる取付見付け面部９１３と
、この取付見付け面部９１３の下端の一部から室外側に延びる上レール支持面部９１４と
を備えている。
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　上枠取付面部９１１には、左右方向に並ぶ３個の挿通孔９１５が設けられている。
　取付見付け面部９１３における上レール支持面部９１４が設けられていない部分の左右
方向の寸法は、上部固定金具７９の左右方向の寸法と略等しい大きさに設定されている。
取付見付け面部９１３における上レール支持面部９１４が設けられていない部分に対応す
る位置には、第１ビス取付部としての１個の上ケース用挿通孔９１６が設けられている。
また、取付見付け面部９１３における上レール支持面部９１４が設けられた部分に対応す
る位置には、第１ビス取付部としての２個の上レール用挿通孔９１７が設けられている。
【００３５】
　下枠アタッチメント９３は、左右方向に延びる長方形板状の取付見込み面部９３１と、
この取付見込み面部９３１の室内側の側縁から下方に延びる下枠取付面部９３２と、この
下枠取付面部９３２の下端から室外側に延びる下レール支持面部９３３とを備えている。
　取付見込み面部９３１における右端側には、第２取付部としての１個の下ケース用雌ね
じ部９３４が設けられている。また、上枠取付面部９１１における下ケース用雌ねじ部９
３４よりも左側には、第２取付部としての２個の下レール用雌ねじ部９３５が設けられて
いる。
　下枠取付面部９３２には、左右方向に並ぶ３個の長孔９３６が設けられている。この長
孔９３６は、上下に延びる長円状に形成されている。
【００３６】
　そして、上枠アタッチメント９１は、挿通孔９１５に下側から挿通されて上枠２１の延
出部２１１の雌ねじ部２１３に螺合されるビス９１８によって、上枠２１に固定される。
また、下枠アタッチメント９３は、長孔９３６に室外側から挿通されて下枠２２の下見付
け面部２２４の雌ねじ部２２５に螺合される下枠アタッチメント固定用ビス９３７によっ
て、下枠２２に固定される。
【００３７】
　スクリーン枠７０の収容ケース７１は、室内側から取付見付け面部９１３の上ケース用
挿通孔９１６に挿通されて、上部固定金具７９の上ケース用雌ねじ部７９５に見込み方向
に螺合されるスクリーン装置固定用ビスとしての上スクリーン枠固定用ビス９１９と、上
方から下部固定金具８０の上面部８０２の下ケース用挿通孔８０４に挿通されて、下枠ア
タッチメント９３の下ケース用雌ねじ部９３４に見付け方向に螺合される下スクリーン枠
固定用ビス９３８とによって、上枠アタッチメント９１および下枠アタッチメント９３に
固定される。
　また、スクリーン枠７０の上レール枠８２は、取付見付け面部９１３の室内側から上レ
ール用挿通孔９１７に挿通されて、上レール用雌ねじ部８２８に見込み方向に螺合される
上スクリーン枠固定用ビス９１９によって、上枠アタッチメント９１に固定される。
　さらに、スクリーン枠７０の下レール枠８４は、下レール取付部８４２の上方から下レ
ール用挿通孔８４６に挿通されて下レール用雌ねじ部９３５に見付け方向に螺合されるス
クリーン装置固定用ビスとしての下スクリーン枠固定用ビス９３８によって、下枠アタッ
チメント９３に固定される。
【００３８】
　次に、引違い窓１の施工方法について説明する。
　まず、図８に示すように、上枠アタッチメント９１および下枠アタッチメント９３が取
り付けられた窓枠２を施工現場に搬入する。このとき、上枠アタッチメント９１は、ビス
９１８によって上枠２１に固定されている。また、下枠アタッチメント９３は、長孔９３
６に室外側から挿通された下枠アタッチメント固定用ビス９３７によって、下レール支持
面部９３３の下面が窓枠２の下見付け面部２２４の下端よりも上方に位置するように、下
枠２２に固定されている。
　この後、躯体カバーＧと窓枠２の立下部２２２と室外底面部２２３とで囲まれる領域に
、シール材Ｓを充填する。上述したように、下枠アタッチメント９３の下端が下見付け面
部２２４の下端から突出していないため、シール材Ｓの充填作業を容易に行うことができ
る。
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【００３９】
　次に、下枠アタッチメント固定用ビス９３７を緩めて下枠アタッチメント９３を長孔９
３６に沿って上下にスライド可能な状態とした後、上枠アタッチメント９１と下枠アタッ
チメント９３との内法寸法を確認する。そして、当該内法寸法が収容ケース７１を取り付
け可能な寸法となり、かつ、上枠アタッチメント９１と下枠アタッチメント９３とが平行
となるように、下枠アタッチメント９３の位置を調節して下枠アタッチメント固定用ビス
９３７を螺合する。この下枠アタッチメント９３の位置調整によって、当該下枠アタッチ
メント９３の上端が障子下レール２６２の上端よりも低くなる。なお、この下枠アタッチ
メント９３の位置調節後に、下枠アタッチメント９３の下端が下見付け面部２２４の下端
から突出しても、シール材Ｓの充填作業が終了しているため、特に問題が生じない。
　そして、予め収容ケース７１の取付面部７２４に貼っておいた両面テープ７２７の剥離
紙を剥がし、下部固定金具８０の上面部８０２を下枠アタッチメント９３の取付見込み面
部９３１に載せて、両面テープ７２７を介して収容ケース７１と縦枠２４とを固定する。
【００４０】
　この後、図９に示すように、下スクリーン枠固定用ビス９３８によって、下部固定金具
８０を下枠アタッチメント９３に固定する。さらに、上スクリーン枠固定用ビス９１９に
よって、上部固定金具７９を上枠アタッチメント９１に固定する。以上により、収容ケー
ス７１を窓枠２に固定する作業が完了する。
【００４１】
　次に、レール枠本体８４１を準備し、図１０に示すように、レール枠本体８４１の下レ
ール取付部８４２を下枠アタッチメント９３の取付見込み面部９３１に載せた後、レール
枠本体８４１を右方にスライドさせて挿入孔８４５にラチェット７６の挿入片７７２を挿
入して、レール枠本体８４１をラチェット７６に固定する。そして、下スクリーン枠固定
用ビス９３８を下レール用雌ねじ部９３５に螺合することで、レール枠本体８４１を下枠
アタッチメント９３に固定する。
【００４２】
　また、レール枠本体８２１を準備して、両面テープ８２９の剥離紙を剥がし、挿入孔８
２５にケースキャップ７４の挿入片７４２を挿入してレール枠本体８２１をケースキャッ
プ７４に固定するとともに、両面テープ８２９を介して上レール取付部８２２を窓枠２の
上見付け面部２１２に固定する。そして、上スクリーン枠固定用ビス９１９を上レール用
雌ねじ部８２８に螺合することで、レール枠本体８２１を上枠アタッチメント９１に固定
する。
【００４３】
　この後、可動桟５４を引き出して、図１１に示すように、上ガイドレール８２３および
下ガイドレール８４３をレール枠本体８２１およびレール枠本体８４１にそれぞれ挿入し
て、摺動溝８２４および摺動溝８４４でファスナーテープ５３をガイドさせる。そして、
図１２に示すように、端部キャップ８２６をレール枠本体８４１の左端に差し込んで、ビ
ス８２７により端部キャップ８２６を固定する。同様に、端部キャップ８２６をレール枠
本体８２１の左端に差し込んで、ビス８２７により端部キャップ８２６を固定する。そし
て、引違い窓１を構成する他の部材に対する作業を行うことにより、引違い窓１の施工が
完了する。
【００４４】
　本実施形態によれば、以下の効果が得られる。
（１）アタッチメント９０によって、収容ケース７１、上ガイドレール８２３、下ガイド
レール８４３をそれぞれ個別に窓枠２の見付け面に固定するため、スクリーン枠７０をけ
んどん式で窓枠２に設置する必要がなく、施工スペースの増加を抑制できる。また、窓枠
２の開口よりも外側に収容ケース７１を設置することができ、窓枠２の有効開口面積の減
少を抑制できる。このため、ロール網戸５を取り付けた状態において、内側障子３や外側
障子４を容易にメンテナンスできる。さらに、スクリーン枠を四方枠組みした構成ではな
く、一方の縦枠を無くした三方枠組みした構成を用いているため、部品点数の減少により
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コストダウンを図れるとともに、見た目がすっきりするので意匠性を向上できる。
【００４５】
（２）下枠アタッチメント９３に上下に延びる長孔９３６を設けて、当該長孔９３６に挿
通される下枠アタッチメント固定用ビス９３７によって下枠２２に固定している。
　このため、下枠アタッチメント固定用ビス９３７を緩めることで、下枠アタッチメント
９３を支持したまま当該下枠アタッチメント９３の上下位置を調節することができる。し
たがって、下枠アタッチメント９３の下端が下見付け面部２２４の下端から突出するよう
に、スクリーン枠７０を窓枠２に固定する必要がある場合でも、窓枠２と躯体カバーＧと
の間にシール材Ｓを充填するときには、下枠アタッチメント９３を下見付け面部２２４の
下端から突出させないようにすることができ、シール材Ｓの充填作業を効率よく行える。
　また、上側の上枠アタッチメント９１ではなく下側の下枠アタッチメント９３の上下位
置を調節する構成としているため、誤って下枠アタッチメント固定用ビス９３７が外れた
場合でも、下枠アタッチメント固定用ビス９３７が作業者にぶつかることを防止できる。
【００４６】
（３）収容ケース７１の上側の部分、および、上ガイドレール８２３を収容する上レール
枠８２を上枠アタッチメント９１に固定する構造として、上枠アタッチメント９１の室内
から室外に向けて（見込み方向に沿って）上スクリーン枠固定用ビス９１９を上ケース用
雌ねじ部７９５および上レール用雌ねじ部８２８にそれぞれ螺合する構造を適用している
。また、収容ケース７１の下側の部分、および、下ガイドレール８４３を収容する下レー
ル枠８４を下枠アタッチメント９３に固定する構造として、上方（窓枠２の内側）から下
方（窓枠２の外側）に向けて（見付け方向に沿って）下スクリーン枠固定用ビス９３８を
下ケース用雌ねじ部９３４および下レール用雌ねじ部９３５にそれぞれ螺合する構造を適
用している。
　このため、スクリーン枠７０を窓枠２に固定するときに、室内から上スクリーン枠固定
用ビス９１９および下スクリーン枠固定用ビス９３８を螺合することができ、施工作業の
安全性を向上できる。特に、スクリーン枠７０の上側の固定においては上スクリーン枠固
定用ビス９１９を水平方向に螺合して、下側の固定においては下スクリーン枠固定用ビス
９３８を下方向に螺合するため、上側の固定において上スクリーン枠固定用ビス９１９を
上方向に螺合したり、下側の固定において下スクリーン枠固定用ビス９３８を水平方向に
螺合する構成と比べて、容易に施工できる。また、収容ケース７１、上レール枠８２およ
び下レール枠８４を個別にビス止めするため、外れ止めなどのかけ忘れによる落下要因を
なくすことができる。
【００４７】
（４）下枠アタッチメント９３および下レール枠８４の上端が障子下レール２６２の上端
よりも低くなるような構成としている。
　このため、例えば、メンテナンスのために、上下けんどん式で外側障子４を窓枠２から
外したり建て込んだりするときに、外側障子４が下枠アタッチメント９３や下レール枠８
４に接触することを防止でき、メンテナンス時に下枠アタッチメント９３や下レール枠８
４を取り外す必要がない。したがって、引違い窓１のメンテナンス作業の効率化を図れる
。
【００４８】
（５）収容ケース７１のケースカバー７３０を、室内から室外側に開くことが可能な構成
としている。このため、室内からネット５１を容易に交換することができ、さらには、室
内から巻き取り速度調節部７６５を操作することで巻き取り軸５０の巻き取り速度を容易
に調節できる。
【００４９】
（６）ラチェット７６の基部７６２内に下軸受部７６４および巻き取り速度調節部７６５
を収容して、基部７６２の開口を塞ぐ蓋部７６３から、巻き取り軸５０を支持するための
下軸受部７６４と、巻き取り軸５０の巻き取り速度を調節するときに操作される第１調整
用溝７６７および第２調整用溝７６９とのみを収容ケース７１内に露出させている。
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　このため、第１ギア７６６、第２ギア７６８、第３ギア７７０の回転軸や歯にグリスを
塗布した場合でも、各ギアが蓋部７６３によって覆われているため、グリスに砂やゴミが
混じることを防止でき、巻き取り軸５０の巻き取りをスムーズに行うことができ、ラチェ
ット７６の故障も防止できる。
【００５０】
　なお、本発明は、前記実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
他の構成等を含み、以下に示すような変形等も本発明に含まれる。
　例えば、スクリーン枠７０の上側の固定において上スクリーン枠固定用ビス９１９を上
方向に螺合する構成としてもよいし、下側の固定において下スクリーン枠固定用ビス９３
８を水平方向に螺合する構成としてもよい。
　また、上枠２１に対する上下位置を調節できるように、上枠アタッチメント９１を構成
してもよい。
　さらには、下枠アタッチメント９３および下レール枠８４の上端が障子下レール２６２
の上端よりも高くなるような構成としてもよい。
【００５１】
　また、左右に開閉自在な横引きのロール網戸５を例示したが、上下に開閉可能な縦引き
のものでもよいし、上下左右以外の方向に開閉可能なものであってもよい。また、ロール
網戸５は、窓枠２における室内側の見付け面に設けられてもよい。さらには、ロール網戸
５は、外側障子４とネット５１とを連動して開閉するための連動機構６０を備えないもの
であってもよい。
【００５２】
　その他、本発明を実施するための最良の構成、方法などは、以上の記載で開示されてい
るが、本発明は、これに限定されるものではない。すなわち、本発明は、主に特定の実施
形態に関して特に図示され、かつ説明されているが、本発明の技術的思想および目的の範
囲から逸脱することなく、以上述べた実施形態に対し、形状、材質、数量、その他の詳細
な構成において、当業者が様々な変形を加えることができるものである。
　従って、上記に開示した形状、材質などを限定した記載は、本発明の理解を容易にする
ために例示的に記載したものであり、本発明を限定するものではないから、それらの形状
、材質などの限定の一部もしくは全部の限定を外した部材の名称での記載は、本発明に含
まれるものである。
【符号の説明】
【００５３】
　１…引違い窓（建具）、２…窓枠（枠体）、４…外側障子（面材）、５…ロール網戸（
スクリーン装置）、２１…上枠、２２…下枠、５０…巻き取り軸、５１…ネット（スクリ
ーン）、７０…スクリーン枠、７１…収容ケース、９０…アタッチメント、９１…上枠ア
タッチメント、９３…下枠アタッチメント、２６１…障子上レール（面材上ガイド部）、
２６２…障子下レール（面材レール）、７９５…上ケース用雌ねじ部（第１ビス取付部）
、８０４…下ケース用挿通孔（第２ビス取付部）、８２３，８４３…ガイドレール、８２
８…上レール用雌ねじ部（第１ビス取付部）、８４６…下レール用挿通孔（第２ビス取付
部）、９１６…上ケース用挿通孔（第１ビス取付部）、９１７…上レール用挿通孔（第１
ビス取付部）、９１９…上スクリーン枠固定用ビス（スクリーン装置固定用ビス）、９３
４…下ケース用雌ねじ部（第２ビス取付部）、９３５…下レール用雌ねじ部（第２ビス取
付部）、９３６…長孔、９３７…下枠アタッチメント固定用ビス、９３８…下スクリーン
枠固定用ビス（スクリーン装置固定用ビス）。
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